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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　処置具を挿入可能な内視鏡において、
　前記内視鏡の先端に配設されており、前記処置具を突出させる開口部が形成されている
先端硬質部と、
　前記開口部内に回転可能に組み付けられており、軸心の方向と前記内視鏡の長手方向と
が直交する回転軸と、
　前記開口部を介して所定の着脱方向に沿って前記回転軸から取り外し可能かつ前記回転
軸に取り付け可能であり、前記処置具を起上する起上台と、
　操作に応じて前記回転軸を回転させることにより、前記起上台を起上させて前記処置具
を起上させる操作部と、
　を備えることを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記長手方向に沿って配設されており、基端側で前記操作部と接続されているとともに
、先端側で前記回転軸に接続されているワイヤを備え、
　前記回転軸は、前記長手方向と直交する軸部と、前記ワイヤの先端部が接続されている
ワイヤ接続部と、を有し、
　前記操作部は、前記操作に応じて前記ワイヤを介して前記回転軸の前記軸部を回転させ
ることにより、前記起上台を起上させて前記処置具を起上させることを特徴とする請求項
１に記載の内視鏡。
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【請求項３】
　前記起上台は、
　前記着脱方向に沿って延伸し、前記回転軸を挟んで対向する一対の弾性部材からなる係
合部と、
　各係合部の先端に配設され、前記係合部から前記回転軸側に突出した爪部と、を有し、
　前記回転軸は、前記着脱方向に沿って延伸するとともに前記係合部の内面と当接する係
合面を有することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記起上台は、
　前記着脱方向に沿って延伸し、前記回転軸を挟んで対向する一対の弾性部材からなる係
合部と、
　前記係合部が対向する方向の内側に設けられた凹部と、を有し、
　前記回転軸は、
　前記着脱方向に沿って延伸するとともに前記係合部の内面と当接する係合面と、
　前記係合面から前記係合部側へ突出して前記起上台の前記凹部と係合する凸部と、を有
することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記起上台の長手方向と、前記係合部が延伸する方向とが同一の方向であることを特徴
とする請求項３に記載の内視鏡。
【請求項６】
　前記起上台は、前記着脱方向を示す着脱方向表示手段を有することを特徴とする請求項
１に記載の内視鏡。
【請求項７】
　前記起上台と前記回転軸とが相対回転することを防止する回転防止手段をさらに備える
ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項８】
　前記回転防止手段は、
　前記起上台と前記回転軸とのいずれか一方に形成された溝部と、
　前記起上台と前記回転軸との他方に形成された突起部と、
　を有することを特徴とする請求項７に記載の内視鏡。
【請求項９】
　先端に配設された超音波振動子をさらに備える超音波内視鏡であることを特徴とする請
求項１に記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、被検体内に挿入されて被検部位の観察等を行う内視鏡が知られており、医療分野
等で広く利用されている。近年の内視鏡には、被検体内の処置を行なう穿刺針等の処置具
を患部へ向けるための起上台を備えたものがある。例えば、特許文献１には、回転軸に回
転可能に支持された起上台が開示されている。この技術では、起上台に接続された操作用
のワイヤを基端側に引っ張ることによって、起上台が回転し、処置具を起上させる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平６－１４８７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　ところで、内視鏡は、感染症の伝播を予防するため、十分に洗浄したうえで消毒や滅菌
をする必要があり、十分に洗浄を行うことが重要である。上述した起上台を有する内視鏡
において、起上台の側部や裏側を十分に洗浄するには、内視鏡の先端部を分解しなければ
ならず、洗浄効率が悪いという課題があった。
【０００５】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、洗浄効率が良好な内視鏡を提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明の一態様に係る内視鏡は、処置
具を挿入可能な内視鏡において、前記内視鏡の先端に配設され、前記処置具を突出させる
開口部が形成された先端硬質部と、前記開口部内に配設され、軸心の方向と前記内視鏡の
長手方向とが直交する回転軸と、前記回転軸を回転させる操作を受け付ける操作部と、前
記開口部を介して所定の着脱方向に沿って前記回転軸に着脱可能であり、前記回転軸の回
転に伴って前記処置具を起上する起上台と、を備えることを特徴とする。
【０００７】
　また、本発明の一態様に係る内視鏡は、前記起上台は、前記着脱方向に沿って延伸し、
前記回転軸を挟んで対向する一対の弾性部材からなる係合部と、各係合部の先端に配設さ
れ、前記係合部から前記回転軸側に突出した爪部と、を有し、前記回転軸は、前記着脱方
向に沿って延伸するとともに前記係合部の内面と当接する係合面を有することを特徴とす
る。
【０００８】
　また、本発明の一態様に係る内視鏡は、前記起上台は、前記着脱方向に沿って延伸し、
前記回転軸を挟んで対向する一対の弾性部材からなる係合部と、前記係合部が対向する方
向の内側に設けられた凹部と、を有し、前記回転軸は、前記着脱方向に沿って延伸すると
ともに前記係合部の内面と当接する係合面と、前記係合面から前記係合部側へ突出して前
記起上台の前記凹部と係合する凸部と、を有することを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明の一態様に係る内視鏡は、前記起上台の長手方向と、前記係合部が延伸す
る方向とが同一の方向であることを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明の一態様に係る内視鏡は、前記起上台は、前記着脱方向を示す着脱方向表
示手段を有することを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明の一態様に係る内視鏡は、前記起上台と前記回転軸とが相対回転すること
を防止する回転防止手段をさらに備えることを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明の一態様に係る内視鏡は、前記回転防止手段は、前記起上台と前記回転軸
とのいずれか一方に形成された溝部と、前記起上台と前記回転軸との他方に形成された突
起部と、を有することを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明の一態様に係る内視鏡は、先端に配設された超音波振動子をさらに備える
超音波内視鏡であることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、洗浄効率が良好な内視鏡を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】図１は、本発明の実施の形態１に係る内視鏡の構成を示す模式図である。
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【図２】図２は、図１に示す内視鏡の先端部の模式的な断面図である。
【図３】図３は、図２の先端部の上面及び部分断面を表す模式図である。
【図４】図４は、先端部を図３のＣ方向から見た図である。
【図５】図５は、図２の先端部の起上状態を表す模式的な断面図である。
【図６】図６は、実施の形態１の変形例に係る内視鏡の回転軸及び起上台を表す図である
。
【図７】図７は、本発明の実施の形態２に係る内視鏡の先端部の模式的な断面図である。
【図８】図８は、図７の先端部の起上状態を表す模式的な断面図である。
【図９】図９は、実施の形態２の変形例に係る内視鏡の先端部の模式的な断面図である。
【図１０】図１０は、本発明の実施の形態３に係る内視鏡の先端部の模式的な断面図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下に、図面を参照して本発明に係る内視鏡の実施の形態を説明する。なお、これらの
実施の形態により本発明が限定されるものではない。本発明は、被検体内の処置を行なう
ための穿刺針等の処置具を用いる内視鏡一般に適用することができる。
【００１７】
　また、図面の記載において、同一又は対応する要素には適宜同一の符号を付している。
また、図面は模式的なものであり、各要素の寸法の関係、各要素の比率などは、現実と異
なる場合があることに留意する必要がある。図面の相互間においても、互いの寸法の関係
や比率が異なる部分が含まれている場合がある。
【００１８】
（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１に係る内視鏡の構成を示す模式図である。内視鏡１は、
先端に撮像部が配設され、被検体内に挿入される挿入部２と、この挿入部２の基端側に連
設された操作部３と、この操作部３の側部から延出するユニバーサルコード４と、ユニバ
ーサルコード４に連設され、内視鏡１を制御する観察装置及び内視鏡１に照明光を供給す
るための光源装置等と接続されるコネクタ部５と、を備える。なお、本明細書において、
図１に示すように、内視鏡の長手方向であって挿入部２を挿入する方向を「挿入方向」と
し、挿入方向の先端側（図１の上方）を「先端側」、基端側（図１の下方）を「基端側」
とする。
【００１９】
　挿入部２は、先端側から順に、先端部２ａと、操作部３の操作に応じて湾曲自在に構成
された湾曲部２ｂと、可撓性を有する可撓管部２ｃと、を有する。可撓管部２ｃの基端は
、操作部３の先端側に連設されている。先端部２ａには、後述する処置具の先端を起上さ
せるための起上台が配設される。
【００２０】
　操作部３には、処置具である穿刺針等を被検体内へと挿入するための処置具挿入口３ａ
が設けられている。挿入部２の内部には処置具挿通路が設けられており、処置具挿入口３
ａは、処置具挿通路の挿入口になっている。また、操作部３は、後述する回転軸を回転さ
せる操作を受け付ける。
【００２１】
　図２は、図１に示す内視鏡の先端部の模式的な断面図である。図３は、図２の先端部の
上面及び部分断面を表す模式図である。図２は、図３のＡ－Ａ線に対応する断面図である
。図４は、先端部を図３のＣ方向から見た図である。
【００２２】
　先端部２ａは、図２に示すように、先端部２ａの先端に配設された先端硬質部１０１と
、先端硬質部１０１から処置具を突出させる処置具チャンネル１０２と、処置具チャンネ
ル１０２から突出する処置具を起上させる起上台１０３と、起上台１０３を回転可能に支
持する回転軸１０４と、を備える。また、先端部２ａは、図３に示すように、挿入方向に
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沿って配設され、操作部３に入力された操作を先端部２ａへ伝達するワイヤ１０５と、回
転軸１０４に嵌装されたシールリング１０６と、を備える。なお、図３の上部は、回転軸
１０４及びワイヤ１０５の上面が露出するように先端硬質部１０１の一部を取り除いた図
であり、図３の中央部は、図２のＢ－Ｂ線に対応する断面を表す図である。
【００２３】
　先端硬質部１０１は、樹脂、金属等の硬質部材からなる。図２に示すように、先端硬質
部１０１には、処置具を突出させる開口部１０１ａが形成されている。開口部１０１ａは
、起上台１０３及び回転軸１０４を収容する。また、先端硬質部１０１は、図４に示すよ
うに、回転軸１０４を組み付けるための開口部１０１ｂを有する。この開口部１０１ｂは
、回転軸１０４が組み付けられた後、不図示の蓋で密閉される。
【００２４】
　処置具チャンネル１０２は、操作部３の処置具挿入口３ａから挿入された処置具を先端
硬質部１０１の開口部１０１ａから突出させる。
【００２５】
　起上台１０３は、ステンレス等の金属又は樹脂等の弾性部材からなる。起上台１０３は
、操作部３の操作により回転軸１０４の回転に伴って回転し、処置具を起上させる。起上
台１０３は、後述する起上台１０３を着脱する方向である着脱方向Ａ１に沿って延伸し、
回転軸１０４を挟んで対向する一対の係合部１０３ａと、各係合部１０３ａの先端に配設
され、係合部１０３ａから回転軸１０４側に突出する一対の爪部１０３ｂと、を有する。
この爪部１０３ｂが回転軸１０４と係合することにより、起上台１０３が回転軸１０４か
ら脱落することが防止されている。また、起上台１０３では、起上台１０３の長手方向と
係合部１０３ａが延伸する方向である着脱方向Ａ１とが同一の方向である。
【００２６】
　回転軸１０４は、開口部１０１ａ内に配設され、挿入方向と直交する軸心の方向である
図３の紙面上下方向（図２の紙面に垂直な方向）に延伸する円柱形状の軸部１０４ａを有
する。軸部１０４ａは、起上台１０３を回転方向Ａ２に沿って回転可能に支持する。軸部
１０４ａは、着脱方向Ａ１に沿って延伸するとともに係合部１０３ａの内面と当接する係
合面１０４ａａを有する。また、回転軸１０４は、図３に示すように、ワイヤ１０５の先
端部が接続されるワイヤ接続部１０４ｂを有する。
【００２７】
　ここで、起上台１０３の係合部１０３ａと回転軸１０４の係合面１０４ａａとが回転方
向Ａ２と直交する方向に沿って当接していることにより、起上台１０３と回転軸１０４と
が相対回転することが防止されている。
【００２８】
　ワイヤ１０５は、図３に示すように、挿入方向に沿って配設され、基端側で操作部３と
接続され、操作部３の操作により挿入方向に沿って移動可能である。また、ワイヤ１０５
は、先端側で回転軸１０４のワイヤ接続部１０４ｂに接続される。
【００２９】
　シールリング１０６は、ゴム等の弾性部材からなり、回転軸１０４に形成された溝に嵌
装される。その結果、回転軸１０４のワイヤ接続部１０４ｂ及びワイヤ１０５が外部から
隔離され、内視鏡１の使用時に汚染されることがない。
【００３０】
　次に、起上台１０３が処置具を起上させる動作について説明する。まず、操作部３に所
定の操作が入力されると、ワイヤ１０５が基端側（図４の紙面左側）に引っ張られる。ワ
イヤ１０５が挿入方向に沿って基端側に移動すると、図４に示すように、回転軸１０４が
回転方向Ａ２に沿って図４の反時計回りの方向に図４の破線の位置まで回転する。さらに
、起上台１０３と回転軸１０４とは、一体となって回転する。
【００３１】
　図５は、図２の先端部の起上状態を表す模式的な断面図である。起上台１０３と回転軸
１０４とは、一体となって回転し、図５に示す起上状態となる。そして、起上台１０３が
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起上すると、起上台１０３と当接する処置具が起上する。
【００３２】
　次に、起上台１０３を回転軸１０４から着脱する動作について説明する。
【００３３】
　まず、回転軸１０４から起上台１０３を取り外す動作について説明する。はじめに、ユ
ーザがピンセット等を用いて起上台１０３に、起上台１０３を回転軸１０４から取り外す
ための力を加える。この力は、回転軸１０４の軸心に対して垂直な所定の着脱方向Ａ１に
沿って、起上台１０３を引っ張る方向に加えられる。すると、この力により、弾性を有す
る起上台１０３の一対の係合部１０３ａが互いに離間する方向に変形し、爪部１０３ｂの
回転軸１０４への係合が解除される。その結果、起上台１０３が、開口部１０１ａを介し
て着脱方向Ａ１に沿って回転軸１０４から取り外される。
【００３４】
　続いて、起上台１０３を回転軸１０４に取り付ける動作について説明する。はじめに、
ユーザがピンセット等を用いて起上台１０３に、起上台１０３を回転軸１０４に取り付け
るための力を加える。この力は、着脱方向Ａ１に沿って、起上台１０３を押し込む方向に
加えられる。すると、この力により、一対の係合部１０３ａが互いに離間する方向に変形
することで、一対の係合部１０３ａの間に軸部１０４ａが進入する。さらに、軸部１０４
ａが係合部１０３ａの最深部まで進入すると、係合部１０３ａの弾性により爪部１０３ｂ
が回転軸１０４と係合する。その結果、起上台１０３が回転軸１０４から脱落することが
防止され、起上台１０３が、開口部１０１ａを介して着脱方向Ａ１に沿って回転軸１０４
に取り付けられる。
【００３５】
　従って、起上台１０３は、開口部１０１ａを介して所定の着脱方向Ａ１に沿って回転軸
１０４に容易に着脱可能である。
【００３６】
　なお、内視鏡１は、着脱方向Ａ１と起上台１０３の長手方向とが一致する構成とされて
いる。そのため、ユーザは、着脱する動作を行う際に、着脱方向Ａ１を直感的に把握する
ことができる。その結果、ユーザが起上台１０３に誤った方向の力を加え、内視鏡１が破
損することが防止されている。
【００３７】
　また、起上台１０３は、弾性部材からなり、係合部１０３ａの弾性により回転軸１０４
に着脱可能とされている。そのため、起上台１０３は、少なくとも係合部１０３ａが弾性
部材からなる構成であればよく、起上台１０３全体が弾性部材からなる構成でなくてもよ
い。
【００３８】
　以上説明したように、本実施の形態１に係る内視鏡１は、開口部１０１ａを介して、起
上台１０３を容易に着脱することができる。その結果、内視鏡１の使用後に起上台１０３
を取り外してブラシで直接洗浄することができ、洗浄効率が良好な内視鏡である。
【００３９】
　なお、起上台１０３を使い捨ての部材とし、使用後は新しい起上台１０３を装着するこ
とで、起上台１０３を清潔に保つ構成であってもよい。
【００４０】
　また、起上台１０３を取り外すと回転軸１０４が露出する。回転軸１０４は、図３に示
すように、軸部１０４ａのシールリング１０６より先の部分が外部に露出しており、洗浄
が必要な部分である。この部分は複雑な構造を有さないため、洗浄が容易である。さらに
、図５からわかるように、内視鏡１は、軸部１０４ａと先端硬質部１０１との間に隙間を
有する。その結果、内視鏡１は、この隙間にブラシを挿入して直接洗浄することができ、
洗浄効率が良好な内視鏡である。
【００４１】
　なお、実施の形態１に係る内視鏡１は、起上台１０３の爪部１０３ｂが回転軸１０４と
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係合する構成に限られない。図６は、実施の形態１の変形例に係る内視鏡の回転軸及び起
上台を表す図である。図６に示すように、変形例の内視鏡１において、起上台１０３は、
着脱方向に沿って延伸し、回転軸１０４を挟んで対向する一対の弾性部材からなる係合部
１０３ａと、係合部１０３ａが対向する方向の内側に設けられた凹部１０３ｃと、を有し
、回転軸１０４は、着脱方向に沿って延伸するとともに係合部１０３ａの内面と当接する
係合面１０４ａａと、係合面１０４ａａから係合部１０３ａ側へ突出して起上台１０３の
凹部１０３ｃと係合する凸部１０４ａｂと、を有する。その結果、起上台１０３の凹部１
０３ｃと回転軸１０４の凸部１０４ａｂとが係合することにより、起上台１０３が回転軸
１０４から脱落することを防止する構成である。このように、内視鏡１は、起上台１０３
が回転軸１０４から脱落することを防止する係合手段を備えればよく、特にその形状は限
定されない。
【００４２】
（実施の形態２）
　次に、実施の形態２に係る内視鏡について説明する。実施の形態２に係る内視鏡は、先
端部２２ａの構成を除いて、実施の形態１に係る内視鏡１と同様の構成を備えるので、適
宜説明を省略する。
【００４３】
　図７は、本発明の実施の形態２に係る内視鏡の先端部の模式的な断面図である。図７に
示すように、実施の形態２に係る内視鏡の先端部２２ａは、先端部２２ａの先端に配設さ
れた先端硬質部２０１と、先端硬質部２０１から処置具を突出させる処置具チャンネル２
０２と、処置具チャンネル２０２から突出する処置具を起上させる起上台２０３と、起上
台２０３を回転可能に支持する回転軸２０４と、を備える。
【００４４】
　先端硬質部２０１には、起上台２０３を収容する開口部２０１ａが形成されている。
【００４５】
　処置具チャンネル２０２は、操作部３の処置具挿入口３ａから挿入された処置具を先端
硬質部２０１の開口部２０１ａから突出させる。
【００４６】
　起上台２０３は、操作部３の操作により回転軸２０４の回転に伴って回転し、処置具を
起上させる。起上台２０３は、着脱方向Ａ３に沿って延伸し、回転軸２０４を挟んで対向
する一対の係合部２０３ａと、各係合部２０３ａの先端に配設され、係合部２０３ａから
回転軸２０４側に突出する一対の爪部２０３ｂと、を有する。なお、この起上台２０３に
おいて、起上台２０３の長手方向と着脱方向Ａ３とは、異なる方向である。
【００４７】
　回転軸２０４は、開口部２０１ａ内に配設され、挿入方向と直交する軸心の方向である
図７の紙面に垂直な方向に延伸する円柱形状の軸部２０４ａを有し、起上台２０３を回転
方向Ａ４に沿って回転可能に支持する。軸部２０４ａは、着脱方向Ａ３に沿って延伸する
とともに係合部２０３ａの内面と当接する係合面２０４ａａを有する。なお、回転軸２０
４は、図３を用いて実施の形態１で説明したのと同様にワイヤ接続部を有し、ワイヤ接続
部からの操作を入力されて回転する。また、実施の形態１と同様に、回転軸２０４のワイ
ヤ接続部側はシールリングにより外部から隔離されており、洗浄が不要な領域とされてい
る。
【００４８】
　図８は、図７の先端部の起上状態を表す模式的な断面図である。実施の形態２に係る内
視鏡は、実施の形態１と同様に、操作部３に所定の操作が入力されると、ワイヤが基端側
に引っ張られることにより、回転軸２０４と起上台２０３とが一体となって回転し、起上
台２０３が起上状態となる。
【００４９】
　また、図８に破線で示すように、実施の形態１と同様に、起上台２０３は、開口部２０
１ａを介して所定の着脱方向Ａ３に沿って回転軸２０４に容易に着脱可能である。その結
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果、実施の形態２に係る内視鏡は、起上台２０３を取り外して洗浄することができるため
、洗浄効率が良好な内視鏡である。
【００５０】
　なお、本実施の形態２において、起上台２０３の長手方向と着脱方向Ａ３とが異なる方
向であるが、起上台の長手方向と着脱方向とは必ずしも一致している必要はない。
【００５１】
　また、実施の形態２に係る内視鏡は、着脱方向Ａ３を表示する着脱方向表示手段を有す
る構成であってもよい。図９は、実施の形態２の変形例に係る内視鏡の先端部の模式的な
断面図である。ただし、図９に破線で示した着脱方向表示手段としてのマーカ２０３ｃは
、起上台２０３の片側または両側の側面に印刷や凹凸を形成することによって設けられて
いる。この内視鏡では、ユーザが着脱方向Ａ３を視認することができる。その結果、ユー
ザが起上台２０３に誤った方向の力を加え、内視鏡が破損することが防止されている。
【００５２】
（実施の形態３）
　次に、実施の形態３に係る内視鏡について説明する。実施の形態３に係る内視鏡は、先
端部３２ａの構成を除いて、実施の形態１に係る内視鏡１と同様の構成を備えるので、適
宜説明を省略する。
【００５３】
　図１０は、本発明の実施の形態３に係る内視鏡の先端部の模式的な断面図である。図１
０に示すように、実施の形態３に係る内視鏡の先端部３２ａは、先端部３２ａの先端に配
設された先端硬質部３０１と、先端硬質部３０１から処置具を突出させる処置具チャンネ
ル３０２と、処置具チャンネル３０２から突出する処置具を起上させる起上台３０３と、
起上台３０３を回転可能に支持する回転軸３０４と、を備える。
【００５４】
　先端硬質部３０１には、起上台３０３を収容する開口部３０１ａが形成されている。
【００５５】
　処置具チャンネル３０２は、操作部３の処置具挿入口３ａから挿入された処置具を先端
硬質部３０１の開口部３０１ａから突出させる。
【００５６】
　起上台３０３は、操作部３の操作により回転軸３０４の回転に伴って回転し、処置具を
起上させる。起上台３０３は、着脱方向Ａ５に沿って延伸し、回転軸３０４を挟んで対向
する一対の係合部３０３ａと、各係合部３０３ａの先端に配設され、係合部３０３ａから
回転軸３０４側に突出する一対の爪部３０３ｂと、を有する。さらに、起上台３０３は、
一対の係合部３０３ａの間に、着脱方向Ａ５に沿って延伸する突起部３０３ｃを有する。
【００５７】
　回転軸３０４は、開口部３０１ａ内に配設され、挿入方向と直交する軸心の方向である
図１０の紙面に垂直な方向に延伸する円柱形状の軸部３０４ａを有し、起上台３０３を回
転方向Ａ６に沿って回転可能に支持する。軸部３０４ａは、着脱方向Ａ５に沿って延伸す
るとともに係合部３０３ａの内面と当接する係合面３０４ａａを有する。さらに、軸部３
０４ａは、突起部３０３ｃが挿入される溝部３０４ａｂを有する。なお、回転軸３０４は
、図３を用いて実施の形態１で説明したのと同様にワイヤ接続部を有し、ワイヤ接続部か
らの操作を入力されて回転する。また、実施の形態１と同様に、回転軸３０４のワイヤ接
続部側はシールリングにより外部から隔離されており、洗浄が不要な領域とされている。
【００５８】
　実施の形態３に係る内視鏡は、実施の形態１と同様に、操作部３に所定の操作が入力さ
れると、ワイヤが基端側に引っ張られることにより、回転軸３０４と起上台３０３とが一
体となって回転し、起上台３０３が起上状態となる。このとき、起上台３０３の突起部３
０３ｃと、回転軸３０４の溝部３０４ａｂとは、互いに嵌合して起上台３０３と回転軸３
０４とが相対回転することを防止する回転防止手段として機能する。そのため、内視鏡の
使用時に起上台３０３と回転軸３０４とが相対回転して、回転軸３０４から起上台３０３
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が脱落することが防止されている。
【００５９】
　このように、内視鏡は、起上台３０３と回転軸３０４との相対回転を防止する回転防止
手段を備える構成であってよい。回転防止手段は、突起部及び溝部に限られず、例えば棒
及び穴や、互いに嵌め合う凹凸等であってもよい。また、起上台３０３が溝部を有し、回
転軸３０４が突起部を有する構成であってもよい。
【００６０】
　また、実施の形態１と同様に、起上台３０３は、開口部３０１ａを介して所定の着脱方
向Ａ５に沿って回転軸３０４に容易に着脱可能である。その結果、実施の形態３に係る内
視鏡は、起上台３０３を取り外して洗浄することができるため、洗浄効率が良好な内視鏡
である。
【００６１】
　なお、上記実施の形態の構成を、挿入部の先端に配設された超音波振動子を備える超音
波内視鏡に適応することが可能である。超音波内視鏡では、先端に振動子が配置され、そ
の振動子に接続されたケーブルが先端硬質部の開口部の下側を通過する。そのため、振動
子を含む先端部の水密を確保しつつ、洗浄のために分解可能な構成とすることは困難であ
る。また、そのような構成とするために先端部が大型化してしまう場合もある。そこで、
超音波内視鏡においても、上記実施の形態の構成を適用することにより、先端部を分解せ
ずに起上台を取り外して洗浄することができ、洗浄効率が良好な超音波内視鏡を実現する
ことができる。
【００６２】
　また、上記実施の形態により本発明が限定されるものではない。上述した各構成要素を
適宜組み合わせて構成したものも本発明に含まれる。また、さらなる効果や変形例は、当
業者によって容易に導き出すことができる。よって、本発明のより広範な態様は、上記の
実施の形態に限定されるものではなく、様々な変更が可能である。
【符号の説明】
【００６３】
　１　内視鏡
　２　挿入部
　２ａ、２２ａ、３２ａ　先端部
　２ｂ　湾曲部
　２ｃ　可撓管部
　３　操作部
　３ａ　処置具挿入口
　４　ユニバーサルコード
　５　コネクタ部
　１０１、２０１、３０１　先端硬質部
　１０１ａ、１０１ｂ、２０１ａ、３０１ａ　開口部
　１０２、２０２、３０２　処置具チャンネル
　１０３、２０３、３０３　起上台
　１０３ａ、２０３ａ、３０３ａ　係合部
　１０３ｂ、２０３ｂ、３０３ｂ　爪部
　１０３ｃ　凹部
　１０４、２０４、３０４　回転軸
　１０４ａ、２０４ａ、３０４ａ　軸部
　１０４ａａ、２０４ａａ、３０４ａａ　係合面
　１０４ａｂ　凸部
　１０４ｂ　ワイヤ接続部
　１０５　ワイヤ
　１０６　シールリング
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　２０３ｃ　マーカ
　３０３ｃ　突起部
　３０４ａｂ　溝部
　Ａ１、Ａ３、Ａ５　着脱方向
　Ａ２、Ａ４、Ａ６　回転方向

【図１】 【図２】

【図３】
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一种适于插入治疗工具的内窥镜，包括设置在内窥镜的远端上的远端刚
性部分，该远端刚性部分包括开口部分，治疗工具从该开口部分突出;旋
转轴设置在开口部分中，轴中心的方向垂直于内窥镜的纵向;操作单元，
被配置为接收用于旋转旋转轴的操作;升降基座，其通过开口部分沿预定
的安装/拆卸方向可附接到旋转轴并且可从旋转轴拆卸，并且根据旋转轴
的旋转升高治疗工具。因此，提供了具有期望清洁效率的内窥镜。
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